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分野・必選別・
単位数 共通科目 選択 2単位

博士前期 配当年次 1年 配当学期 後期 授業方法 講義

回数

1 伊豆上智子 准教授

2 伊豆上智子 准教授

3 伊豆上智子 准教授

4 伊豆上智子 准教授

5 伊豆上智子 准教授

6 伊豆上智子 准教授

7 伊豆上智子 准教授

8 伊豆上智子 准教授

9 伊豆上智子 准教授

10 伊豆上智子 准教授

11 伊豆上智子 准教授

12 伊豆上智子 准教授

13 伊豆上智子 准教授

14 伊豆上智子 准教授

15 伊豆上智子 准教授

【事前学修】

【事後学修】

【必要時間】

担当教員

課程

成績評価の方
法および基準

その他履修上
の注意事項

文献要約、プレゼンテーション、レポートに対し、講義の中で解説し、フィードバックする。
カリキュラムマップのDP１およびDP３が、この科目と本専攻の学位授与方針との関連を示している。

文献要約20％、プレゼンテーション40％、レポート40％により評価する。
文献要約、プレゼンテーション、レポートの課題および作成要領は、授業中に提示する。

授業中に紹介する。

人的資源管理(1)
・人材育成にかかわる基本的な概念や理論、具体的な育成方法を説明できる。

人的資源管理(2)
・人材フローのマネジメントとキャリア開発にかかわる概念や理論、具体的な支援方法を説明でき
る。

看護管理論

参考書

担当者

授業の概要

◎准教授　伊豆上智子

看護サービスの提供と安全管理(2)
・看護サービス提供組織における安全な労働環境の構築と労務管理に必要な知識について説
明できる。

プレゼンテーション
・自身のプレゼンテーションへの意見を受けて、看護管理領域にかかわる課題解決について考
察できる。

看護情報の管理と活用(2)
・医療や看護の情報を看護実践に活用する場面を例示して、具体的な方法を説明できる。

看護情報の管理と活用(1)
・情報の概念と看護がかかわる情報の特徴を概説し、情報倫理に関わる事例を示して説明でき
る。

科目名

授
業
計
画

行動目標

看護管理学概説
・看護管理学に含まれる基本的要素と関連する学問領域、マネジメントプロセスを説明できる。

看護サービスの提供と安全管理(1)
・看護の対象の安全に焦点を当てて、マネジメントの視点と管理資源の活用について説明でき
る。

教科書 特に指定しない。

保健医療福祉サービスを提供するシステムとそれを規定する制度・政策、および看護サービス提供システムにおける看護管理について基
礎理論を踏まえ、看護マネジメントのあり方を探る。

授業の
到達目標

看護サービスのマネジメントに関する基礎理論や、保健医療福祉制度や政策と看護サービスマネジメントについて理解を深め、目指す看
護サービスを実現するための方策を提案することができる。

事前事後学修
の内容および
それに必要な

時間

次回の授業内容に関連するトピック（授業中に提示する）について文献検索を行って文献を1編以上選出し、文献
1編につき400字以内で要約した資料を人数分準備すること。
プレゼンテーション実施要領（授業中に提示する）に沿って各自準備すること。

授業中の疑問点をまとめ、教科書等を利用し、次回授業までに解決しておくこと。

当該期間に30時間以上の予復習が必要。

プレゼンテーション
・看護管理領域にかかわる課題を選択し、課題解決のための具体的方法を提案して意見を交換
できる。

看護サービスの評価(2)
・看護サービス評価にかかわる取り組みを概説し、評価の活用について意見を述べることができ
る。

看護サービスの評価(1)
・サービス評価にかかわる学問領域と研究成果を概説し、看護サービスの特徴を例示して説明で
きる。

看護サービスを取り巻く保健医療福祉制度と政策(1)
・日本のヘルスケアシステムの構造と現状にかかわる法と制度、政策について概説できる。

看護サービスの提供と組織
・組織の構造と機能にかかわる基本理論を学び、看護サービスを提供する組織の特徴を説明で
きる。
看護にかかわる専門職組織とその活動
・看護にかかわる職能団体と国際組織について概説し、専門職の自律性と倫理について説明で
きる。

看護サービスを取り巻く保健医療福祉制度と政策(2)
・日本の看護政策の歴史的変遷を概説し、看護政策立案の過程を例示して説明できる。


